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製品についてのを意事項 
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1 ポインテイングデバイスの使用 



な0 


名称 


説明 

(1) 

タッチパッドランプ 

• 消灯：タッチパッドがち効になっています 



• オレンジ色：タッチパッドが無効になっています 

(2) 

タッチパッドオ： W オフ切り替え 

fn キーと一緒に押すと、タッチパッドのち効/無効が切り替わりま 
す 

(3) 

ポインティングステック* 

ポインタを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブに 
したりします 

(4) 

fn キー 

f5 キーと一緒に押すと、タッチパッドのち効/無効が切り替わりま 
す 

(5) 

左のポインティングステックボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(6) 

タッチパッド* 

ポインタを移動して、画面上の項目を選キ尺したり、アクティブに 
したりします 

(7) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(8) 

ちのタッチパッドボタン* 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 

(9) 

タッチパッドのスクロールゾーン 

画面を上下にスクロールします 
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名称 

説明 

(10) ちのポインティングスティックボタン* 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 


* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[マウス]の順に選がします。上の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインタオプションのような、ポインティングデバイスの設をを力 
スタマイズするには、 Windows ® の[マウスのプロパティ]を使巧します。 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハー ドウエアとサ 
ウンド]一[マウス]の順に選巧します。 


タッチパッドの使用 

タッチパッドのボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使用します。タッチパッドのスク 
口ールゾーンを使巧して画面を上下にスクロールするには、スクロールゾーンの線上で指を上下に 
スライドさせます。 


鞍 を記： ポインタの移動にタッチパッドを使巧している場合、まずタッチパッドから指を離し、その 
をでスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすのみで 
は、スクロール機能はアクティブになりません。 


ポインティングスティックの使用 

ポインタを移動するには、画面上でポインタを移動したい方向にポインティングスティックを押しま 
す。ポインティングスティックの左ちのボタンの使い方は、外付けマウスの左ちのボタンと同じで 
す。 


外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外イ寸け USB マウスをコンピユータにち結できます。外付けマウス 
は、別売のドッキングデバイスを使巧してシステムに接続することもできます。 


2 第1章ポインティングデバイスの巧巧 








2 キーボードの使用 


キーボードライトの使用 

キーボードライトを使用して、周囲が暗いときにコンピュータのキーボードを照らすことができま 
す。 

▲ キーボードライトを開いて点灯するには、キーボードライトボタンを押します。 
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▲ キーボードライトを消して閉じるには、カチッと音がして巧をの位置に収まるまでキーボード 
ライトをゆつくり押します。 
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ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と esc キーロ）またはフアンクシヨンキー （3) のどれかの組み合わせ 
です。 

f 3 〜巧、 および f 8 〜 f 11 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表しています。ホットキーの機 
能ぉょび操作にっぃては1^>1下の項目で説明しまず。 


皆を 記： お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります。また、以下の図は英語版 
のキー配列でず。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 




お能 

ホットキー 

システム情報を表示する 

fn + esc 

スリープを開始する 

fn + f3 

画面を切り替える 

fn + f4 

タツチパツドの有効/無効を切り替える 

fn + f5 

バツテリ情報を表示する 

fn + f8 

画面の輝度を下げる 

fn + f9 

画面の輝度を上げる 

fn + f10 

周辺光センサを有効にする 

fn + f11 


ホットキーコマンドをコンピュータのキーボードで使巧ずるには、お下のどちらかの操作を行いま 
す。 

• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押しまず。 

または 

• fn キーを押しながらホットキーコマンドの2番目のキーを短く押した後、両方のキーを同時に 
離しまず。 
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システム情報を表示する （fn + esc ) 

fn + esc を押すと、システムのハードウェアコンポーネントおよびシステム BIOS の/くージョン番号 
に関する情報が表示されます。 

Windows では 、 fn + esc を巧すと、システム BIOS (基本入出カシステム）の/くージョンが BIOS の 
日付として表示されます。一部の機種では、 BIOS の日付は10進数お式で表示されます。 B に S の曰 
がはシステム ROM のバージョン番号と呼ばれることもあります。 

スリープを開始する （fn + f 3) 


A 注意： データの損失を防ぐため、スリープを開始する前に必ずデータを保存してください。 

スリープを開始するには 、 fn + f 3 キーを押します。 

スリープを開始すると、情報がシステムメモリに保巧され、画面表示が消えて節電モードになりま 
す。コンピュータがスリープ状態のときは電源ランプが点滅します。 

スリープを開始する前に、コンピュータの電源が入っている必要があります。 


鞍 を記： コンピユータがスリープ状態のときに完全な口ーバッテリが態になった場合、コンピユータ 
はハイバネーシヨンを開始して、メモリ内の情報をハードドライブに保存します。完全な口ーバッテ 
リ状態になった場合、出荷時設定ではハイバネーシヨンを開始しますが、この設定は Windows の[コ 
ントロールパネル]の[電源オプション]で変更できます。 


スリープ状態を終了するには、電源スイッチを右ち向に短くスライドさせます。 

fn + 巧ホッ トキーの機能は変更することができます。たとえば、スリープではなくハイバネーシヨン 
を開始するように わ+ 巧ホッ トキーを設定することもできます。 


鞍 を記： Windows オペレーティングシステムのウィンドウでの「スリープボタン」に関する記述は 
すべて 、 fn +巧 ホットキーに当てはまります。 
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画面を切り替える （fn + f 4) 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 ゎ + f 4 を押します。 
たとえば、コンピュータじ外付けモニタを接結している場合は、 fn + f 4 を押すと、コンピュータ本体 
のディスプレイ、外付けモニタのディスプレイ、コンピュータ本体と外付けモニタの両方のディスプ 
レイのどれかに表示画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニタは、外付け VGA ビデオ方式を使巧してコンピュータからビデオ情報を受け 
巧ります。 fn + f 4 ホットキーでは、コンピュータからビデオ情報を受信する他のデバイスとの間でも 
表示画面を切り替えることができます。 

な下のビデオ伝送方式が ゎ + f 4 ホットキーでサポートされます。かっこ内は、各方まを使巧するデ 
バイスの例です。 

• LCD (コンピュータ本体のディスプレイ） 

• 外イ寸け VGA (ほとんどの外付けモニタ） 

• S ビデオ （ S ビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤ、ビ 
デオデッキ、およびビデオキヤプチヤカード） 


教ま 記. S ビデナデバイスをシステムに接続するには、別売のドッキングデバイスを巧巧する 
必要があります。 


• HDMI ( HDMI コネクタが装備されているテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤ、ビデオデッ 
キ、およびビデオキャプチャカード） 

• コンポジットビデオ（コンポジットビデオ入カコネクタが装備されているテレビ、ビデナカメ 
ラ、 DVD プレーヤ、ビデオデッキ、およびビデオキヤプチャカード） 


鞍 を記. コンポジットビデオデバイスをシステムに接続するには、別売のドッキングデバイス 
を使用する必要があります。 


タッチパッドのち効/無効を切り替える （ fn + 巧） 

fn + f 5 キーを押すと、タッチパッドが有効または無効になります。 

バッテリ充電情報を表示する （fn + f 8) 

fn + f 8 を押すと、コンピュータに取り付けられているすべてのバッテリの充電情報が表示されます。 
この表示から、充電中のバッテリと、各バッテリの残量を確認できます。 

画面の輝度を下げる （ fn + 巧） 

fn + f 9 を押すと、画面の輝度が下がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる （ fn + f 10) 

fn + f 10 を押すと、画面の輝度が上がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一をの割合で 
徐々に上がります。 

周辺光センサをち効にする （fn + f 11) 

周辺光センサの有劾/無効を切り替えるには、 fn + f 11 を巧します。 
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3 [HP Quick Launch Buttons] (HP クイツ 
クローンチボタン）の使用 


[HP Quick Launch Buttons ] を使用すると、頻繁に使用するプログラム、ファイルまたは Web サイト 
をすばやく開〈ことができます。お下の表に記載するネ刀期設定を使用できまず。また 、 [HP Quick 
Launch Buttons ] の[設对で [Q Menu ] (Q メニュ ー） を起動して、ボタンを巧設定することもできま 
す。 


[HP Quick Launch Buttons ] には、プレゼンテーシヨンボタン （1) およびインフォボタン （2) が含 
まれます。 

感 


ゆ 



以下の表に 、 [HP Quick Launch Buttons ] の初期設定を示しまず。 


' を記： ボタンの機能は、お使いのコンピュ 
なります。 

—夕にインストールされているソフトウエアによって異 





名称 

説明 

(1) 

プレゼンテーションボタン 

[Presentation Options] (プレゼンテーションオプション）ウイン 
ドウを開きます。このウィンドウを使用すると、頻繁に使巧する 
プレゼンテーション、ファイル、プログラム、または Web サイ 
卜を開始できます。また、画面表示を最適な設定に調整すること 
もできます 

(2) 

インフォボタン 

[Info Center] (インフホセンター)を起動します。ここには、お 
下のような機能へのショートカットが含まれています 
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名称 説明 

を記： お使いのコンピュータによっては、一覧に記載されてい 
ても、一部の機能が搭載されていない場合があります。 


• 

HP Wireless Assistant 

• 

HP ProtectTools スイート 

• 

HP 3D DriveGuard 

♦ 

HP ヘルプとサポート 

♦ 

HP ノートブックオプシヨン製品ツアー 

♦ 

HP 製品 ユーザ ガイド 

• 

HP Connection Manager 

鲁 

HP Software Setup 

鲁 

PrestolBizCard 5 
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[HP Quick Launch Buttons ] (HP クイック ローンチボタン） 
の[設定]へのアクセス 

[HP Q 山 ck Launch Buttons] の間讶にある [Q Menu] (Q メニュ ー） を使巧すると、イン フナ ボタンお 
よびプレゼンテーシヨンボタンの設定をカスタマイズできます。どちらのボタンも頻繁に使用するプ 
ログラムを起動する場合に使用できます。 

[HP Quick Launch Buttons] の睛定]画面は、な下のどちらかの方まで開くことができます。 

• [スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一[ハードウエアとサウンド ] 一 [HP Qmck Launch Buttons ] 

の順に選巧します。 

または 

通な領域の [HP Q 山 ck Launch Buttons ] アイコンをちクリックして、な下のタスクのどれかを選 
択します。 

。 [HP Quick Launch Buttons] のプロパティを調整する 
。 [Q Menu] を起動する 
。 プレゼンテーシヨンをオンにする 
。 周辺ホセンサをオフにする 


[Q Menu ] (Q メニュー ） の表示 

[Q Menu] を使巧すると、 [HP Quick Launch Buttons] (HP クイックローンチボタン）の設まにすばや 
くアクセスできます。 

デスクトップに [Q Menu] を表示するには、な下の操作を行います。 

▲ タスクバーのち端にある通知領域の [HP Q 山 ck Launch Buttons ] アイコンをちクリックし 、 [Q 
Menu の起動]を選巧します。 


載 注記： [Q Menu] の項目に関する画面上での説明については、ウィンドウの右上隅にあるヘルプボタ 
ンを選巧してください。 
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4 [HP QuickLook 2 ] の使用 


[HP Q 山 ckLook2] を使用すると、オペレーティングシステムを起動しなくても、 [Microsoft® Outlook] 
の 電子 メー ル、予定表、連絡先、および仕事の情報を表示できます。 [HPQ 山 ckLook2] が設定されて 
いれば、 コンピュータの 電源が切れているときや ハイ バ ネーシ ヨンのときに、 コンピュータのイン 
フォボタンを押すことで、すぐに重要な情報にアクセスできます。 

[HP QuickLook 2] の設定 

[HP QuickLook 2] を設をするには、な下の手順で操作します。 

1. [Microsoft Outlook] を開きまず。 

[Microsoft Outlook] のツールバーに [HP QuickLook 2] の 2 つのアイコンが表示されます。 

(^[QuickLook 2 Preferences] (QuickLook 2 の設定） アイコンでは、 自動データ収集の設定を行 
えます。 

Cl7[QuickLook Capture] (Q 山 ckLook への 取り込み） アイコンでは、 自動取得に加え、 [HP 
Q 山 ckLook 2 ] の 情報取り込みを手動で開始できます。 

教 ま記. 大半のタスクでは、 [QuickLook 2 Preferences] アイコンを使巧します。 

2. [Microsoft Outlook] のツールバーにある QuickLook 2 Preferences アイコンをクリックします。 
[Q 山 ckLook 2 Preferences] ダイアログボックスが表示されます。 

3. な下の設をを行います。 

• [HP Q 山 CkLook 2] で [Microsoft Outlook] から情報を取り込み、ハードドライブに保をする時 
点 

• 予定表、連絡先、電子メール、仕事で表示するデータの種類 

4. 必要に応じて、 [Security] (セキュリティ設を）を選択し、個人識別番号 (PIN) を設定します。 
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手動での情報収集の使用 

事前に設まされた間隔で情報収集を行うように [HP Q 山 ckLook 2] を設をミ斉みであっても、 [Microsoft 
Outlook] のアカウントにログインしている間は、いつでも [Microsoft Outlook] の情報を手動で収集し、 
保巧することができます。 


[HP QuickLook 2] の使用 


な下の表で示されているとおり、 
ます。 

インフォボタンの動作はコンピュータの電源の状態によつて異なり 

電源の状態 

ボタンの動作 

オフ 

[HP QuickLook 2] が起動します 

ハイ バ ネーシヨン 

[HP QuickLook 2] が起動します 

オン 

[Info Center ] が起動します 

スリープ 

コンピュータを元の状態に戻します 


敷を 記； [HP Q 山 CkLook 2] は、出荷時の設定で有効になっています。システム BIOS で [HP Q 山 ckLook 
2] を無効にした場合、コンピュータの電源がオンのときにインフォボタンを巧すと [Info Center] が起 
動します。コンピュータの電源がオフ、ハイバネーシヨン、またはスリープのときは、インフォボタ 
ンを押しても何も起こりません。 

詳細情報 


[HP QuickLook 2] のセットアップと使用ちまについて詳しくは、 [HP Q 山 ckLook 2] ソフトウエアのへ 
ルプを参照してください。 
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5 ペンとタブレツトの設定の使用 


ペンとタブレツトの設をを使巧してタブレット PC に情報を入力したり、アクセスしたりできます。 


ペンの使用 

タブレット PC 入カパネルなどのペン用プログラム、すべての Microsoft 0冊 ce アプリケーシヨン、お 
よびその他のほとんどの Windows プログラムとューテイリテイで、ペンを使用して書くことができ 
ます。ペンを使巧して画面に書いた情報を、ファイルに保巧し、検索し、ほとんどの Windows プロ 
グラム間で共ちできます。 

ペンの各部の名称 

ペン先け) または消しゴム （3) を画面から約 1.27 cm (0.5 インチ）レ: i 内に近づけるとタブレット 
PC がペンに反応します。ペンボタン （2) は、外付けマウスの右ボタンと同様に機能します。 



ペンの持ち方 

ペンの持ち方は、通常のペンまたは鉛筆と同じです。ただし、間違えてペンボタンを押さない位置で 
ペンを持ちます。 

ペンの動きを追うとき、ペン先ではなくポインタを見るようにしてくださし、。 
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ペンを使用したマウスのクリック操作 

▲ 外付けマウスの左ボタンの場合と同様に画面上の項目を選択するには、ペン先でその項目をタッ 
プします。 

▲ 外付けマウスの左ボタンの場合と同巧に画面上の項目をダブルクリックするには、ペン先でその 
項目を2回タップします。 

▲ 外付けマウスのちボタンの場合と同様に項目を選択するには、ペンボタンを押しながらペン先 
でその項目をタップします。 

ペンを使巧したその他の操作 

マウスのクリックと同じ操作な外にも、な下の操作をペンで実行できます。 

• ポインタの位置を表示するには、タブレット PC の画面のすぐ上にペン先をかざします。このと 
き、ペン先が画面に触れないようにしてください。 

• 画面上の項目に関するメニューオプションを表示するには、ペン先で画面をタップします。 

• ペンで入力するには、ペン先で画面に書きます。 

• ペンで起動するボタンを巧すには、ペンホでそのボタンをタップします。 

• ペンで消すには、ペンの消しゴム側を下にして持ち、削除したい内容の上で消しゴムを動かしま 
す。 

圧力感知 

タブレット PC のペンには、圧力感知機能が備わっています。つまり、ペンの筆圧の強弱に応じて異 
なる太さの線を描くことができます。 


を 注記： この機能は、タブレット PC 入カパネルソフトウエアが有効になっている場合のみ使用でき 
ます。 
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ペンの調整 

ペンは、初期設定時の調整状態でも別のユーザが行った調整状態でも動作します。ただし、自分の書 
き方とマウス操作の動きに合わせて調整した状態でペンを使巧することを強くおすすめします。調整 
によって、すべてのユーザ、特に左利きのユーザが最適な状態でペンを使用できるようになります。 

ペンを調整するには、な下の手順で操作します。 

1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ ハードウエアとサウンド ] 一 [タブレット PC 設定]の順に選 

択します。 

2. [全蝴タブの下にある[調整]ボタンをタップします。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 

• 各調整マーカの真ん中を正確にペンでタップします。調整マーカは、画面上にプラス記号 
(+ ) で表示されます。 

• 縦方向と横方向の両方で使巧できるようにペンを調整してください。 

& を壺^ _ [タブレット PC 設定]ウィンドウでの設定に関する情報を表示するには、そのウィンドウの 

ち上隅にある[ヘルスボタンを選択して、目的の設をを選巧します。 

ペンホルダの使用 

コンピュータのペンホルダからペンを外すには、ペンをいったん押し込んでから取り出します。 
ペンを使用しないときは、コンピュータのペンホルダにペン先からペンを挿入して保管します。 
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ペンの設定 

ペンの設をは、オペレーティングシステムの[タブレット PC 設を]ウィンドウで行います。この設定 
には、右利きユーザまたは左利きユーザ巧の画面メニューの位置の設定、ペン用の画面調整、手書き 
認識の最適化などがあります。 

ペン設定にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スター ト]一 [ コントロールパネル ] 一 [ハードウ エアと サウンド ] 一 [ タブレット PC 設定]の順に選 

択します。 

ペンオプションは[ペンと入カデバイス]ウィンドウで設をされます。オプションには、ダブルタップ 
やプレスアンドホールドの設定、ペンポインタオプション、およびフリック設定があります。 

ペンのオプションにアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[ペンと入カデバイス]の順に選 

択します。 

[タブレット PC 設定]ウィンドウと[ペンと入カデバイス]ウィンドウで行った設定とオプションの指を 
は、ペンとタブレット PC のみに適巧されます。ポインタのま度、クリックのま度、マウスの軌跡な 
どのポインティングデバイスの設定は、[マウスのプロパティ]ウィンドウで設定します。この設定 
は、システムのすべてのポインティングデバイスに適巧されます。 

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタートトロントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[マウス]の順に選巧します。 
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6 テンキーの使用 


このコンピュータにはテンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テンキーを備 
えた別売の外付けキーボードも使用できます。 


菌^を 記： お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります。また、な下の図は英語版 
のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 




名称 

説明 

(1) 

内蔵テンキー 

外付けのテンキーと同じように使用できます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことに 
よって、頻繁に使うシステムの機能を実行します 

(3) 

Num Lock ランプ 

点灯 ： Num Lock がオン（内蔵テンキーがオン）の状態です 

(4) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのち効/無効が切り替わりま 
す 
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内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーが有効になつ 
ているときは、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合) 
で示された機能が実行されます。 

内蔵テンキーの有効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには、 わ+ num Ik キーを押します 。 Num Lock ランプが点'なします。 わ+ 
num Ik キーをもう一度押すと、通常の文字入力機能に戻ります。 


敦を 記： 外付けキーボード、テンキー、または別売のドッキングデバイスがコンピュータに接続され 
ている場合、内蔵テンキーは機能しません。 


内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを使って、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能を一時的 
に切り替えることができます。 

• テンキーが無効になっているときにテンキーの機能をテンキー入力機能に変更するには、 fn キー 
を押したままテンキーを押します。 

• テンキーが有効な状態でテンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、1^1下の操作を行ぃま 
す。 


。 小文字を入力ずるには、 fn キーを押したまま文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キーを押したまま文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは 、 Num Lock がナンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では 、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、な下のようになります。 

• Num Lock がナンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がナフのときは、矢印キ ー 、 page up キー 、 page down キーなどのキーと同様に機能 
します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピュータの Num Lock ランプが点なします。外付 
けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピュータの Num Lock ランプが消なします。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

▲ コンピュータではなく、外付けテンキーの num Ik キーを押します。 
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7 タツチパッドとキーボードの清掃 


タツチパツドにごみや脂が付着していると、ポインタが画面上で滑らかに動かなくなる場合がありま 
す。これを防ぐには、軽く湿らせた巧でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピュータを使用すると 
きは手をよく洗います。 


A 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを巧ってキーボード 
を清掃しないで〈ださい。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちて〈ることがありま 
す。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くために、キーボードを定期的に清掃します。圧縮空気が入ったストロー付きのちを使ってキーの周 
辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 
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